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《発表報告》 

演題「WOLF の活用状況と今後の展開について」  

平成 22 年度全国医師会共同利用施設 施設長検査健診 

管理者連絡協議会 並びに第 37 回技師長研修会から 

 
開催日 平成 22 年 7 月 16 日（金） 

          会 場 東京ガーデンパレス（2 階高千穂） 
          主 催 全国医師会共同利用施設 施設長検査健診管理者連絡協議会 

後 援 社団法人 日本医師会 
          発表者 藤井珠美（システム課員） 

 

 上記協議会並びに研修会におきまして、シンポジウムの 1 題として当検査センターにお

ける WOLF 注 1）の活用状況と今後の展開について発表する機会を得ましたので、以下のとお

りご報告いたします。 

当日は、まず当検査センターの事業概要について紹介した後、WOLF の活用状況、続い

て WOLF の今後の展開と題して会員サービス向けの機能充実についてお話させていただき

ました。WOLF を活用・導入しているエリアが全国的にまだ少ないだけに、参加者が熱心

に聴かれている様子がとても印象的でした。 
 
注 1） 

WOLF（ウルフ）という名のカルテ情報ファイリングシステムのことです。当検査センターでは、検査報

告書のほかにオンラインによる WOLF を使っての結果報告も行なっております。これにより、診療時にパ

ソコンで検査結果を簡単にみることができます。 

WOLF はインターネット回線を使用し、手軽にデータをダウンロードできます。検査結果の時系列表

示や印刷、紹介状作成等多くの機能があり、諸先生方に活用されています。 

 

１．ＷＯＬＦまでの変遷 

当検査センターにおける検査結果閲覧システムの導入は、平成 7 年の初代「助っ人」か

ら始まり、今年で 15 年目を迎えようとしています。 

平成 16 年からは、SRL 社が開発した診療支援システムの Doctor’s Desk Light（以下

DDL）を導入し、会員向けに開発を進めてまいりました。しかし DDL の開発の終了に伴い、

平成 21 年には Windows Vista, Windows 7 にも対応する後継ソフトである WOLF の導入
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を始めました。その際、DDL を使用されているユーザーからの要望を取り入れ、機能のバ

ージョンアップを行っております。 

※WOLF については、SRL 社から使用許諾を得た日医総研（日本医師会総合政策研究機構）

が ORCA サポートセンターに開発およびサポートを委託しています。 

 
２．ＷＯＬＦの主な機能 

 
WOLF は、大きく分けて 6 つの機能を持っています。6 つの機能の概要については上図

をご参照ください。 

〔補足〕 

①院内検査データも取り込み可能です。 

②受付すると該当患者情報が WOLF に自動転送されるため、診察室で受付された患者を知

ることができ、また前回分データの閲覧が可能となります。 

③文書入力の補助機能として、定型文を登録しておけば複写が簡単にできます。 

④患者単位で各種文書テンプレートがあるため、簡単に文書を作成することができます。
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・主治医意見書

・紹介状

など

デジカメやスキャナ

画像の取り込み

・検査データの取り込み

・オンライン

診察時に患者ごとに

書き込み可能

ＯＲＣＡからの

データ取り込み
作成した紹介状をＰＤＦ、

ＸＭＬファイルで保存

Wired ORCA Linkage Facilities

④文章

テンプレート

⑥画像

データベース
（WOLF2.0のみ）

①検体検査

データベース
（検査結果）

③診療サマリ
（診療記録の入力）

②レセコン

ビューアー
（患者情報閲覧）

⑤医療連携
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⑤印刷物のほか PDF, XML ファイルとして保存でき、メールに添付して送ることも可能で

す。 

⑥この機能は WOLF2.0 までで、WOLF-V（Windows Vista, 7 用）には搭載されていません。 

 
３．ＷＯＬＦの基本的な導入までの流れ 

①：日時を事前に相談させていただいた

上で、担当営業員が訪問いたしま

す。 

②：ノートパソコンを持参し、WOLF のデモ

ンストレーションを行います。 

③：「インターネット環境」「パソコン（PC）の

有無」「使用する PC 台数」「依頼書へ

のカルテNo.記入の有無」などを確認

させていただきます。 

④：医療機関側では、「インターネット接

続」「PC（Windows 系）」「依頼書へのカルテ No.記入」などを準備していただき、検査センター

側では「過去検査データの作成」を準備しておきます。 

⑤：WOLF 環境チェッカーで PC 状態を確認してインストール、セキュリティーソフトのプログラム除

外設定、通信テストを行います。 

⑥：日頃の一次対応は当検査センターでさせていただきます。高度な技術サポート等二次対応は

ORCA サポートセンターにお願いしています。 

以上のようなプロセスを経てWOLFが導入されます。導入までにかかる日数は最短で3日です。

先生方からのお問合せをお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

関連記事： 

１．当検査センターオリジナル Doctor’s Desk Light 誕生 

（カルテ情報ファイリングシステム） 

平成 20（2008）年 6 月臨床検査センターだより 第 376 号（P2～P5） 

 

お問合せ先  フリーダイヤル ０１２０－１４－７１９１ / ダイヤルイン （０８２）２４７－７１９１ [代表] 

ご質問等ございましたら、システム課あるいは最寄りの営業員までお気軽にどうぞ。 

１日目 ①担当営業員がWOLFのご紹介

2日目 ②システム課員が現地で実演（15分）

③環境を確認（30分）

インストール可能 事前準備が必要

④準備（10日～30日）

3日目 ⑤インストールおよび操作説明（60分）

⑥導入後のサポート（随時）


